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研究成果の概要（和文）：現代の英語圏文学における女性のイメージを「変身」というテーマに着目して考察した。多
岐にわたる文学テクストの中の女性のイメージを詳細且つ広範に見直し、現代における新たな女性の表象を生みだす試
みや可能性を探った。研究期間内の成果として四編の論文を発表し、学会で二度の口頭発表を行った。加えて、もう一
編の論文が現在審査中である。また、本課題研究の内容を学生向けに編集し、専門教育の場で活用できる資料を整えた
。

研究成果の概要（英文）：This study considered transforming images of women in contemporary English-languag
e fiction, focusing on the theme of transformation. It examined how women have been represented in various
 literary texts including retellings of fairy tales, children's literature and fantasy fiction, and explor
ed new ways and possibilities for women to be transformed in contemporary texts. On this theme of transfor
ming women, four articles have been published and two papers have been given at conferences. Another artic
le has been submitted. This research has also provided materials to be used for literature courses.
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者及び研究分担者は、英米のほか

カナダの現代小説、特に 20 世紀後半以降に

活躍してきた女性作家による小説を対象と

し、パフォーマーあるいはアーティストと

しての女性像、母性や母娘関係、またマイ

ノリティの問題などそれぞれ異なった角度

から現代英語圏フィクションにおいて提示

される女性像に注目してきた。 

 本研究の基盤として、多岐にわたるフェ

ミニズムが重要な評論を数多く産み出した

1970 年代からの議論の再確認を行った。ジ

ェンダー、女性の身体、作者性や視線、ポ

スト・コロニアル・ディスコースといった

重大なテーマと密接に関わるさまざまな議

論を振り返り、それらがどのように女性を

取り巻く状況や制度を明らかにし、固定化

された女性像へのアプローチを変え、現代

のフィクションに登場するヒロインたちと

その変身に影響を及ぼしたかを考察する出

発点とした。 

 フェミニズムを中心とする批評のレビュ

ーとともに、本研究テーマにとっての重要

な材料となったのは、小説研究の分野にお

いてもしばしば興味深い影響を見いだすこ

とのできる原型的女性像、すなわち、神話

や民話の世界に遡る典型的なヒロイン／ア

ンチ・ヒロインや時代を映すロール・モデ

ルとなるようなヒロイン像である。多くの

現代作家たちが書き直し、多くの現代批評

家たちが読み直してきた原型的女性像、そ

うした書き直しや読み直しの相互的影響の

興味深い成果を探ることが本研究の背景に

ある。  

 英語圏文学の研究において「変身」のテ

ーマが常に魅力的なテーマのひとつである

ことは確かだが、意外にもそれほど大きな

主役の座を得ていない感があり、本研究は

このテーマを軸にあらたなアプローチでの

考察を試みようとした。現在活躍している

日本人の女性作家による変身譚の中にも、

国内外で高い評価を得ているものがあり、

英米と異なった文化圏におけるそれらの資

料にも触れることのできる日本人研究者と

しての視点を活かし、広い国際的視野をも

った研究の発展を目指した。 

 

２．研究の目的 

本研究は、英語圏文学における女性像の変

遷を考察する中で、変身するヒロインたち

に注目し、それぞれの変身の意味を明確に

しながら、現代の文学テクストがどのよう

に女性性というものをテーマ化し、理論化

しているのか、そして今日的な女性像がど

のように進化しているのかを検証しようと

したものである。 

 女性のイメージとそれにまつわるテクス

トの変化を２０世紀後半以降の批評の発展

に照らし合わせ、「変身」のテーマを通して

浮かび上がるあらたな女性のイメージや

「女性性」、また現代社会において女性が生

きるうえでの新しい可能性や新しい問題を

「ジャンル」に縛られないさまざまな文学

テクストによって具体化し、明らかにしよ

うとした。 

 「変身」のテーマをめぐっては、多岐に

わたる異質な文学テクストを、このテーマ

を軸にして関連づけ、体系的に分析するこ

と、そして、女性のイメージとテクストを

ダイナミックな変化のプロセスの中で捉え

なおすことを目指した。加えて、現代批評

の精神にのっとり、文学的ジャンルや文化

圏などさまざまな枠を超えて研究を進め、

より広く新しい視野を獲得することに努め

た。 

 さらに、本研究のもうひとつの重要な目

的として、研究成果を教育の場における問

題提起や議論に役立てることのできる形に

まとめていく作業を行った。  

 



３．研究の方法 

本研究を進めるにあたっては、以下の３点を

柱として行った。 

（１）女性のイメージとテクストに関するレ

ビュー 

（２）女性の変身を扱うテクストに関する批

評・理論の調査 

（３）中心に扱うテクストと資料の選定・検

討・考察 

 女性のイメージとテクストに関するレビ

ューについては、研究代表者及び研究分担者

のこれまでの研究活動を活かし、それぞれの

領域において各自見直しを行い、相互の報告

に基づいて再確認を行い、議論を深めた。女

性の変身を扱うテクストに関連した調査に

は、これまでの研究活動を活かしつつ、本研

究課題のために対象とすることとなった児

童文学やヤング・アダルト小説、おとぎ話と

そのリテリングなどの分野の開拓に重点を

おいた。これら特にあらたな研究分野におけ

る理解を深め、批評動向を把握したり多様な

情報を収集したりするため国際学会に積極

的に参加することとした。 

 本課題研究初年度に中心となるテクスト

と主な関連資料を選定し、それぞれのテクス

ト分析を進めていき、議論の修正・編集を行

ったものについては、随時、論文投稿や口頭

発表を行うこととした。それと並行し、所属

する教育機関等での研究成果の利用の仕方

を検討することとした。 

 上記のすべての作業について、研究代表者

と研究分担者は各自の担当分野あるいは担

当テクストの調査研究を個々に進め、各年度

のスケジュールに沿ったミーティングにお

いて報告・検討を重ねたうえで、最終的に研

究代表者が総括するものとした。 

 

４．研究成果 

現代の英語圏フィクションにおける女性の

イメージを「変身」というテーマに注目し

て考察する本研究においては、女性の表象

を巡る現代批評の流れとともに、その表象

の変遷をできる限り多種多様なテクストの

中で見直し、あらたな女性とその表象の可

能性を探った。そのための情報収集や意見

交換の場を英米文学のほか、児童文学やお

とぎ話などさまざまな国際学会に求めたこ

とで、多くの読者を獲得している現代作家

や作品を実地に開拓したり、現代作家たち

の活動を直に目にしたりする機会を得て、

本研究における議論を深めるのに役立てる

ことができた。英米以外の英語圏のテクス

トについては、研究分担者の変更により期

間内の成果発表に結実しなかった点が課題

として残ったが、オーストラリアやカナダ

の現代作家のテクストに触れ、本研究テー

マとナショナル・アイデンティティの問題

を今後の議論で結びつけるテクストを開拓

した。 

 女性の変身というテーマについては、特

におとぎ話のリテリングなどの分野で興味

深い議論の発展が見られる一方、いまだそ

うしたジャンル内で議論がとどまっている

面もあり、本研究では、当初の目的に従い、

そのようなジャンルの枠を越えた場での成

果発表を意識して試みた。この女性の変身

をテーマとする最近のおとぎ話のリテリン

グや現代の変身譚を複数取り上げ、研究期

間内の成果として計４編の論文を発表した。

また、学会で計二度の口頭発表を行った。

加えて、もう一編の論文が現在審査に付さ

れている。 

 本課題研究を進める中で、研究活動と並

行して、新たに開拓したテクストを教育の

場で学生への問題提示やディスカッション

に利用し、相互のフィードバックを試みた。

研究期間におけるそのような活動の成果と

して、学生向けに編集し、専門コースで活

用できる資料を整えた。これをもとに、研

究代表者は専門コースにおける特別授業を



行う（平成 26 年 6 月 13 日、於・椙山女学

園大学）などの活動も積極的に計画、実施

している。 
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